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１．研究計画の概要 
 「科学的に示された事実」と称するために
は一定の手続きが必要である．仮説形成・実
験による仮説検証，多くの科学者の手による
レビューと追試実験という客観科学的な手
法を通して新しい理論が形成されること，そ
して既存の理論が覆されるためには，これま
での積み重ねを明確に否定する仮説（および
その証拠となる実験結果）が多くの専門家の
間で共有される必要があることを理解する
だけでも，日常の多くのケースで「科学的」
であるかどうかおおよその判断が可能にな
るだろう．広告やテレビの情報番組で紹介さ
れる製品および理論が「科学的に確からし
い」「科学的にはまだ検討段階」「科学的に明
らかに間違い」のいずれの状態であるのかを，
より確実に判断できる力，いわば広義の「科
学リテラシー」の獲得を目指すカリキュラム
を開発することが本研究の最も大きな目標
である． 

このカリキュラム開発の特徴として，学習
科学を理論的な背景とした探求型共同学習，
その探求を実時間内で実現するために教育
工学を背景としたコンピュータ上のマイク
ロワールドの利用，そして，カリキュラム開
発に用いる手法として，カリキュラム設計論
の一つである「逆向き設計」論を用いること
の三点が挙げられる．いわば，学習科学，教
育工学，カリキュラム設計論の融合による評
価にもとづくカリキュラム開発とその実践
がこの研究の主題となる． 
 具体的な研究計画としては，研究期間の前
半で，（１）「科学的研究手法に関する知識の
解明と系統立てた整理」と（２）「段階ごと

に分けた知識を学習支援システムに実装」と
いう二つの目的の同時並行的かつ再帰的な
達成を目指し，研究期間の後半では，（３）「得
られた知見をもとにカリキュラムとしての
完成度を高める」．そのために，カリキュラ
ム設計論である「逆向き設計」論を用いたカ
リキュラム開発を推進する．カリキュラムの
完成度を高めることにより，（４）最終的な
システムとカリキュラムの一般公開を目指
す． 
 
２．研究の進捗状況 
主に米国(e.g. National Science Education 

Standard)と英国(e.g. Science & innovation 
investment framework 2004-2014)で行われ
ている科学リテラシー教育について情報を
集めながら科学的研究手法に関する知識の
解明と系統立てた整理を行うことで本研究
の理論面を充実させ，同時に本システムの根
幹をなす学習支援システムについて根本的
な設計を見直して改良を進めることで効果
的に学習できるシステムの開発を進めてい
る．具体的には，既存のアプリケーションベ
ースのシステムから，Web ベースのシステム
に改良を進めることにより，より使い勝手の
良いシステムを構築している． 

現在，システムの根幹部分となる学習支援
機能部分を実装し，数十名規模の大学授業場
面で Web ベースシステムを使った授業が可
能であるか実証的な検討を行っている．本シ
ステムは Internet Explorer・Safari・Firefox
等の Web ブラウザのみを動作要件としてお
り，これら Web ブラウザが使えるならばス
マートフォンなどの携帯端末でも利用可能
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であることを目指している．また授業内での
利用を想定しており，サーバー側に短時間に
大量のアクセスが集中する状況が予想され
ることから，授業内で問題無く利用出来る十
分な性能を持つことを確認する必要があっ
た． 

現在はこの検討を元に更なる改良を進め， 
PC に関する知識が少ない一般市民でも気軽
に利用できる，学習の前準備が最小限となる
ようなシステムの構築を目指している． 
 
３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 
（理由） 
本研究は当初，先行研究において開発した

スタンドアロンシステム（旧システム）と，
インターネット上で知識集約・議論を可能と
する Web ベースシステム（新開発システム）
の二本の柱を前提に新しい科学リテラシー
学習カリキュラム構築を目指していた． 
しかし，旧システムを実際に学習場面で使

用する際に，様々な問題（開発言語のライセ
ンス制約，インストール時の不具合等）が発
生することが判明したため，全てを Web ベ
ースシステムに統合するよう方針を変更す
る必要があった．このシステム仕様変更によ
り，システム開発が長引いており，当初行う
予定であった，システムの一般公開による，
中学生・高校生・大学生・一般成人に対する
学習効果の確認が行われていない． 

 
４．今後の研究の推進方策 

残された研究期間を鑑みると，当初予定し
ていた，システムの一般公開による中学生・
高校生・大学生・一般成人に対する学習効果
の確認はかなり困難である．不十分な体制で
システムを一般公開することは様々な問題
があり，確実な成果を出すためにも，一般公
開までの足場作りを目的に今後の研究を進
めることを考えている．具体的には，大学学
部授業で使用して得られた知見を活かしつ
つ Web ベースシステムの再構築を進め，カ
リキュラムの完成度を高める．同時に，知識
量が異なる学習者に対応できるカリキュラ
ムの開発を進めることで，中学生・高校生・
大学生・一般成人が利用出来るシステムを構
築し，万全の体制による一般公開を目指す． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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